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剰余金の配当に関するお知らせ 

 
当社は、本日開催の取締役会において、下記のとおり2008年3月31日を基準日とする剰余金の

配当を行うことを決議いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 
 
1．2008 年 3 月期（第 38 期）の剰余金の配当の内容 
 

 決 定 額 直近の配当予想 
（2007 年 11 月 16 日公表） 

前期実績 

（2007 年 3 月期） 
基 準 日 2008 年 3 月 31 日 同左 2007 年 3 月 31 日 

１株当たり配当金 普通配当 16 円 00 銭 普通配当 16 円 00 銭 普通配当 16 円 00 銭 

配 当 金 の 総 額 157,785,776 円 ― 157,785,776 円 

効 力 発 生 日 2007 年 6 月 30 日 ― 2007 年 6 月 29 日 

配 当 原 資 利益剰余金 ― 利益剰余金 
 
２．理由 

当社は、安定的な配当を継続することが配当政策上、重要であると考えております。さらに、

配当性向、企業体質の一層の強化と今後の事業展開に備えるための内部留保の充実等を勘案し

て、利益の還元を実施していくことを基本方針といたしております。 

 

この度、2008年 3月期の業績を踏まえ、また株主の皆様への日頃のご支援にお応えするため、

当期末の配当金を 1 株当たり 16 円とさせていただくことを決議いたしました。 

 

なお、内部留保金につきましては、将来の事業発展に必要不可欠な成長投資として活用いた

します。具体的には店舗の新設、増床、改装、ＩＴ活用による情報・物流システムの高度化、

Ｍ＆Ａ等による業容の拡大・事業基盤の強化に充当してまいります。 

 

※ 当社は2006年6月29日開催第36回定時株主総会において、剰余金の配当を取締役会の決議で

行える旨の定款変更を行っております。 
 

以上 


